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喉頭全摘を行っていない、喉頭癌・下咽頭癌患者のうち、甲状軟骨部に RI異常集積を認めた 120 例(男
性 104 例、女性 16 例、平均年齢 67.8±9.6 歳;48-90 歳)である。方法は Tc-99m-hydroxymethylene 




有意とした。その結果、甲状軟骨へ癌浸潤が認められたのは 120 例中 21 例(17.5％)であった。集積
パターンは、びまん性集積;42 例中 2 例(4.8％)、強いびまん性集積;18 例中 1 例(5.6％)、やや不均
一な集積;38 例中 1例(2.6％)、強い不均一な集積;22 例中 17 例(77.3％)であった。骨シンチにおい
て、甲状軟骨に強い不均一な集積を認めた場合には最も癌浸潤が多く認められた。強い不均一な集積
が癌浸潤のパターンであると診断した場合の陽性的中率:77％、陰性的中率:96％、正確度:93％であ
った(p＜0.0001)。以上の結果より頭頸部癌患者において、骨シンチにおける甲状軟骨の集積パター
ンにより、甲状軟骨化骨と軟骨浸潤とを鑑別できる可能性が示唆された。 
 この成績は、甲状軟骨部の癌浸潤の有無を骨シンチにて診断できることを示しており、臨床上有用
であると考えられた。従って、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定され
た。 
